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道路境界標の埋設及び道路境界確定図について 

 

１ 道路境界標の埋設方法について 

 (1) 道路境界標は、道路総務課に購入の申出をし、承諾後に購入してくださ

い。 

 (2) 埋設箇所がコンクリート構造物等の場合には金属標、それ以外の場合に

はコンクリート杭を埋設してください。 

 (3)  道路境界標は、道路区域内に埋設してください。なお、道路区域内に埋

設できない場合には、担当者と協議してください。 

 (4)  道路境界標の埋設方法は、別紙１「道路境界標埋設例」に従ってくださ

い。 

 (5) 拡幅等により不要になった元道境界標は、撤去してください（道路境界

確定図への記載は不要です）。 

 

２ 道路境界確定図作成方法について 

 (1) 開発に当たり道路境界確定図を作成する場合には、条例第３２条に規定

する工事完了届出書の届出の日までに、道路総務課に提出してください。 

 (2) 作成に当たっては、原則、世界測地系 2011、縮尺１：２５０として、方

位、路線番号、引継ぎ用地及びその周辺地番、境界凡例、基準点網図、座

標値一覧表及び図面作成者名等を記載し、別紙２「道路境界確定図の作成

例」に従ってください。 

 (3) 開発検査の終了後、道路境界確定図の電子データ（sfc 形式、PDF 形式及

び SIMA 形式）を提出してください。 

 

３ 現地検査について 

道路境界標の埋設状況の確認、道路境界確定図との突合及びその他現地に

おいて必要な事項の検査を行いますので、測量器具等を持参し、測量を行う

ことができる者及び担当者が立ち会ってください。なお、当該検査の結果、

図面の修正や道路境界標の再埋設、その他の必要な措置を命じる場合があり

ます。 
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３ 埋設表示
注意事項

【コンクリート杭】 【金属標】 ① 道路境界標は、道路区域内に埋設してください。 
   なお、道路区域内に埋設できない場合には、担当者と協議してください。

民地側 民地側 ② 根巻きについては、必要に応じ厚みや巾を増減する場合があります。
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（記載注意）

１ 基本事項
(1) 境界点及び基準点の座標値は、原則世界測地系2011としてください。
(2) 用紙の大きさは、原則として日本産業規格A4又はA3とし、当該規格で図面が記載できない場合には担当者の指示に従ってください。
(3) 確定図の表示範囲については、既存点の１スパン先まで記載してください。
(4) 官地と民地の境界線は実線で表示し、各測点の三斜線は一点鎖線で表示してください。
(5) 各点間距離は、小数点第２位（第３位切捨て）まで表示してください。
(6) 測点が多く、見づらい箇所がある場合には、当該箇所の拡大図を作成してください。
(7) 既に境界が確定している箇所がある場合には、その箇所を明示してください。
(8) 不明点につきましては、担当と協議してください。

２ 注１について
(1) 既存の測点名は、道路管理課が発行する境界点又は基準点成果表一覧表の名称に合わせてください。
(2) 座標値は、小数第３位（第４位四捨五入）まで記載してください。
(3) 各測点に係る座標値一覧には、境界点種別（新設、既設、復元、基準点、計算点等）を併記してください。
(4) 各測点の境界標種別を次の分類例を参考にし、座標一覧表又は図面上に記載してください。

境界点一覧の例 基準点一覧の例

３ 注２について
(1) 観測した基準点の網図を記載してください。
(2) 網図には、各基準点間の方向角及び点間距離（小数第４位切捨て）を記載してください。
(3) 座標値は、小数第３位（第４位四捨五入）まで記載してください。
(4) 基準点名称、等級及び新設既設の別を一覧表に記載してください。

４ 注３について
図面を作成した者の所属する法人の名称を記載してください。代表者印及び社判の押印は不要です。

座標リスト 世界測地系（測量成果2011）

点名 Ｘ Ｙ 埋設表示 境界標種別

L7 -57197.830 -44080.140 新設 金属標

L8 -57194.094 -44065.239 既設 鋲

ML1 -57194.055 -44065.084 復元 県石標

ML2 -57185.272 -44042.962 復元 コンクリート杭

R49 -57178.847 -44028.801 計算点 ―

座標リスト 世界測地系（測量成果2011）

点名 Ｘ Ｙ 新設既設の別 等級

3NO.142 -57310.779 -44430.865 既設 3級

3NO.141 -57244.339 -44224.150 既設 3級

3NO.141-1 -57234.902 -44072.375 既設 3級節点

10A56 -57201.671 -44087.170 既設 街区多角点

R2T.1 -57171.567 -44098.296 新設 4級


